
学
界
消
息

史
学
研
究
．
会
関
係

五
月
例
会

　
五
月
七
日
（
土
）
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
於
京
大
陳
列
館
会
議
室

　
地
理
酌
認
識
の
進
展
か
ら
み
た

　
　
　
ロ
シ
ア
と
北
東
ア
ジ
ア
　
　
押
野
　
昭
生
氏

　
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
封
建
祉
会
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯖
田
　
豊
之
氏

六
月
例
会

　
六
月
四
日
（
土
）
午
後
一
時
出
発

　
エ
ク
ス
ケ
ー
シ
ョ
ン
　
講
師
　
毛
利
　
二
心

　
光
明
寺
一
善
峰
寺
一
三
鈷
寺
i
勝
持
寺

　
　
国
史
三
三

読
史
会
五
月
例
会
　
五
月
一
四
日
（
土
）
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
於
京
大
陳
列
二
二
習
室

　
中
世
商
業
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
脇
田
　
晴
子

　
六
波
羅
探
題
と
悪
党
　
　
　
　
　
　
上
横
手
聯
鵬
敬

読
史
会
春
季
旅
行
　
五
月
二
三
日
（
月
）

　
本
年
は
國
史
学
瓢
専
攻
生
歓
迎
会
を
か
ね
て
お
こ

　
な
わ
れ
、
離
宮
八
幡
宮
一
山
喜
庵
－
宝
積
寺
を
経

　
て
寿
屋
山
崎
工
場
を
見
学
し
、
現
地
解
散
し
た
。

　
h
参
加
者
は
、
新
専
攻
生
山
ハ
名
を
含
む
小
一
当
田
、
　
赤

　
松
教
授
、
岸
・
上
横
手
助
教
授
ら
三
二
各
。

読
史
会
春
季
大
会
　
六
月
一
二
日
目
日
）
午
前
九
時

　
　
　
　
　
　
　
　
於
京
大
文
学
都
第
八
教
室

出
稼
の
形
成

代
金
納
と
地
主
制

都
市
の
起
源
に
つ
い
て

伊
勢
神
領
の
形
成

民
本
主
義
の
理
論
的
前
提

嗣
賀
の
郷
中
惣
に
つ
い
て

石窯門松有高
田屋脇山泉沢

善正禎　頁裕
人通二宏夫一

安
芸
函
三
入
興
に
お
け
る
地
頭
所
傾
の
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
　
俊
雄

譜
代
郡
司
の
性
質
　
　
　
　
　
　
　
大
石
　
良
材

籍
帳
記
載
の
年
令
に
つ
い
て
　
　
　
山
厚
　
俊
男

大
会
終
了
後
、
文
学
部
会
議
室
に
お
い
て
茶
話
会

を
も
ち
、
梅
際
末
治
・
牧
健
二
・
源
豊
宗
・
池
細

源
太
氏
ら
年
長
会
員
の
思
い
出
話
に
懇
親
の
ひ
と

と
き
を
す
ご
し
た
。

東
洋
史
関
係

旧
制
大
学
院
例
会

　
四
月
一
六
日
（
土
）
午
後
二
時

　
出
代
の
勲
官

　
元
代
の
嬢
軍

　
｛
ハ
門
月
一
　
一
口
回
　
（
土
）
　
午
後
二
時

　
苗
藤
の
構
造

陳
列
館
会
議
室

　
西
村
　
元
佑

　
井
ノ
崎
隆
興

陳
列
館
口
覆
室

　
狩
野
　
直
禎

　
七
月
九
日
（
土
）
午
後
二
時
　
陳
列
館
会
議
室

　
漢
代
の
選
挙
　
　
　
　
　
　
　
杉
村
　
壮
三

新
綱
大
学
院
例
会

　
五
月
一
七
日
（
火
）
午
後
六
時
　
　
神
戸
屋

　
中
岡
近
批
史
の
方
法
論
に
つ
い
て
　
近
藤
　
秀
樹

　
六
月
七
日
（
火
）
午
後
六
二
　
　
楽
友
会
館

　
唐
代
の
塩
商
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
横
山
　
裕
男

　
山
ハ
月
二
一
目
円
（
火
）
午
後
山
ハ
疇
　
　
　
楽
友
ム
獄
館

　
シ
ム
ポ
ジ
ウ
ム
「
歴
史
学
者
と
現
代
」

　
　
考
古
学
関
係

　
四
月
二
七
臼
（
水
）
午
後
三
晦
一
五
時
楽
友
会
館

　
本
年
麓
の
第
一
回
例
会
と
し
て
、
新
専
攻
生
の
歓

迎
ム
ム
と
一
二
閥
年
度
露
竿
業
生
お
よ
び
糊
臼
謁
か
ら
天
理
大

学
講
師
に
な
ら
れ
た
西
谷
真
治
氏
の
送
別
会
を
あ
わ

せ
て
お
こ
な
っ
た
。
長
広
敏
雄
教
授
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

美
術
旅
行
」
と
題
す
る
講
演
と
藤
岡
謙
二
郎
教
授
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
談
が
あ
っ
て
、
ヨ
…
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
考
＋
口
学
研
究
の
現
況
を
簡
例
う
こ
と
が
で
き
た
。

訂
正
　
前
号
所
載
京
都
大
学
卒
業
論
文
題
目
中
、

圏
史
学
専
攻
「
愚
管
抄
に
関
し
て
　
　
楠
揺
也
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

は
誤
に
つ
き
販
消
し
ま
す
。
ま
た
「
俣
野
武
夫
扁

　
　
　
　
　
む

は
「
俣
野
武
史
」
の
誤
で
し
た
の
で
、
訂
正
い
た

し
ま
す
。
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一
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

前
回
の
会
［
貝
名
簿
発
行
か
ら
、
す
で
に
五
年
を
経

過
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
本
年
末
に
薮
会
員
名
簿

を
発
判
い
た
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
詞
写
し

ま
し
た
用
紙
に
て
、
御
住
所
・
御
氏
名
・
年
齢
・

御
専
攻
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

併
せ
て
、
　
『
史
林
〕
に
対
す
る
各
位
の
忌
澤
の
な

い
郷
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
　
「
「
史
．
林
－
嗣
編
集

の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
、
赴
会
科
教
科
陵
口
の
検
定
に
対
す
る
声
明
に
つ
い

て本
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
最
近
の
三
会
科
教
科
書

の
検
定
方
針
に
つ
い
て
検
講
を
加
え
ま
し
た
結

果
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
学
問
思
想
の
自
由

を
お
び
や
か
す
お
そ
れ
が
あ
り
、
こ
の
際
、
警
告

を
発
す
る
こ
と
は
、
本
会
の
目
的
達
成
の
た
め
に

必
要
で
あ
る
と
の
結
諭
に
達
し
、
史
学
会
の
提
唱

す
る
左
記
声
明
霞
を
発
表
す
る
こ
と
に
鋼
意
い
た

し
ま
し
た
。
な
お
声
明
書
は
、
去
る
五
月
九
獄
、

史
学
会
以
下
四
学
会
代
表
に
よ
っ
て
、
文
蔀
省
内

藤
初
等
中
等
教
育
局
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
錠
　
　
　
男

　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
文
藩
省
は
、
最
近
あ
た
ら
し
い
学
習
塾
導
要
頭
に

基
づ
い
て
、
社
会
科
歴
史
教
科
書
の
検
定
を
実
施
し

て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
種
湊
の
議
譲
が
な
さ

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
検
定
の
過
程
に
お
い
て
と

ら
れ
て
い
る
肖
頭
に
よ
る
修
羅
意
冤
の
伝
達
も
そ
の

ひ
と
つ
で
、
こ
の
方
法
に
は
少
な
か
ら
ぬ
検
討
の
余

地
が
あ
る
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
、
現
．
在
の
検
定
方
針

が
史
実
検
討
の
枠
を
こ
え
て
、
、
歴
史
事
象
の
解
釈
に

ま
で
及
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
を
も
つ

も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
歴
史
解
釈
の
多
様
性
に
翻

限
を
加
え
、
教
科
習
を
晒
一
化
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
代
の
懸
民
の
思
想
の
貧
困
化

を
ま
ね
き
、
ま
た
研
究
と
思
想
の
自
由
を
脅
か
す
懸

念
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、

右
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
こ
と
を
嶽
愛
し
て
、
こ
こ

に
、
文
部
下
局
の
反
省
と
、
検
定
鯛
変
の
再
検
討
と

を
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
、

　
一
九
六
〇
か
ヰ
五
員
一
鵬
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
歴
史
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
史
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
箆
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
琶
へ
四
経
済
史
学
へ
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
地
制
度
史
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
本
史
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麗
麗
学
研
・
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箏
稲
田
大
学
史
学
瓜
猟

　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
暑
さ
も
い
よ
い
よ
本
格
的
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
史
学
研
究
会
会
員
み
な
さ
ま
が
た
に
は
そ
の

後
も
郷
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
四
三
巻
四
号
を

お
と
ど
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
頴
集
部
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
　
ボ
史
林
凝
の
よ
り
一
層
の
発
展

を
は
か
る
べ
く
紙
醐
の
充
実
に
苦
心
を
重
ね
て
お
り

ま
す
。
今
回
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
試
み
て
み
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
編
集
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
く
、
・
な
る
べ
く
多
数
の
御
回
答
を

お
よ
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
中
し
あ
げ
ま
す
．

　
思
え
ば
五
月
半
ば
以
来
、
悶
内
全
体
を
ゆ
さ
ぶ
る

事
件
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
お
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
余
波
は

な
お
続
い
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
ま
い
り
ま

し
よ
う
。
わ
た
く
し
た
ち
瓶
史
．
家
も
深
く
則
心
い
を
い

た
す
べ
き
時
で
ご
ざ
い
ま
し
よ
う
。
　
（
中
村
幹
雄
）
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